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り
）。

２
、
理
想
と
す
る
自
治
会

　

理
想
と
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

は
、
自
分
た
ち
の
生
活
課
題
を
自
分
た

ち
で
解
決
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で

す
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
区
長
制
は
、

行
政
の
下
に
区
長
、
そ
し
て
組
長（
常

会
長
）
が
位
置
付
け
ら
れ
た
上
意
下
達

形
式
の
組
織
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
住
民
自
ら
が
考
え
、
実
行
し
、
責
任

を
負
う
と
い
う
住
民
自
治
の
理
念
が
容

易
に
は
実
現
で
き
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
す
る
意
見
を〝
吸
い
上
げ
る
〞機

能
が
不
足
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
区
長
制
で
は
、
世
帯
主
で
あ

る
男
性
が
、
会
合
出
席
者
の
圧
倒
的
多

数
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
不

可
欠
と
思
わ
れ
る
女
性
の
声
が
反
映
さ

れ
に
く
く
、
さ
ら
に
、
組
長（
常
会
長
）

は
１
年
交
代
の
た
め
、
前
例
を
踏
襲
す

る
こ
と
だ
け
を
考
え
て
し
ま
う〝
事
な

か
れ
主
義
〞
に
陥
り
や
す
い
状
況
で
し

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
村
で

は
、
従
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
代
表

で
あ
る
組
長（
常
会
長
）や
、
ア
ソ
シ
エ

ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
地
域
の
各
種
団

体
の
代
表
者
な
ど
が
気
軽
に
そ
の
地
域

の
運
営
に
参
画
で
き
る
体
制―

―

、
つ

ま
り
、
住
民
の
声
が
届
き
や
す
く
な
る

自
治
会
制
度
に
至
る
背
景

１
、
現
状
と
課
題

　

情
報
化
・
国
際
化
・
少
子
高
齢
化
等

が
進
展
す
る
今
日
、
個
人
の
価
値
観
が

大
き
く
変
化
し
、
地
域
社
会
に
お
け
る

課
題
は
多
様
性
を
極
め
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
行
政
の
限
ら
れ
た
財
源

や
画
一
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
は
限
界
が
あ

る
と
と
も
に
、
現
状
で
は
課
題
解
決
に

必
要
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
力
は
、

希
薄
化
し
て
い
る
こ
と
も
否
め
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
村
で
は｢

安
心
し
て
住
め
る

ま
ち｣

を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
の

一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
理
念
に

は
、
大
地
震
な
ど
万
一
の
災
害
時
に
住

民
同
士
が
支
え
合
い
、
助
け
合
う
こ
と

な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
住
民
自
治
組

織
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
地
域
も
あ
る

な
ど
、
課
題
は
山
積
み
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
行
政
区
が
抱
え
る

課
題
に
は
、
①
区
加
入
率
の
低
下（
約

60
パ
ー
セ
ン
ト
）
②
区
の
規
模
の
格
差

（
１
０
０
世
帯
未
満
の
区
か
ら
７
０
０

世
帯
を
超
え
る
区
ま
で
）
③
情
報
伝
達

経
路
が
不
明
確
④
区
長
や
民
生
委
員
等

の
な
り
て
不
足
⑤
区
長
、
副
区
長
、
組

長
以
外
の
方
の
会
合
へ
の
参
加
機
会

が
少
な
い
⑥
組
織
が
不
明
確
で
地
域
全

体
の
目
的
意
識
が
希
薄―

―

な
ど
が
あ

り
ま
す（
東
海
村
地
域
活
力
懇
話
会
よ

自治会制度へ移行します

村では、４月に従来の区長制度から自治会制度に移行します。移行に当たっては、経過措置を講じながら

徐々に浸透を図っていく予定です。これは、同じ地域に住む人々が親
しん

睦
ぼく

や交流を通じて連帯感を培い、地

域に共通する課題を協力して解決し、より豊かな地域づくりを進めていくことを目的とするもので、その役割は、

①防災・防犯活動②環境整備活動③福祉の増進④会員相互の親睦⑤集会所の管理⑥資源物集積所の管理――

など多様なものとなります。地域間で格差があるなど、多くの課題も残されていますが、住みよい地域社会の

構築には協働によるまちづくりが重要となりますので、臆
おく

せずひるまず進むことが必要です。そこで今月は、自

治会制度への移行についてお知らせします。これを機に、自分が住む地域についてもう一度考えてみませんか？
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理
解
を
示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
賃

貸
住
宅
居
住
者
の
自
治
会
加
入
促
進
対

策
と
し
て
、
村
内
に
賃
貸
住
宅
を
持
つ

家
主
に
対
し
、
協
力
依
頼
説
明
会
を
開

催（
右
写
真
）、
ま
た
、
村
職
員
等
を
対

象
と
し
た
説
明
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

自
治
会
制
度
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

現
行
の
区
長（
新
自
治
会
長
）を
、
当
面

｢

行
政
協
力
員｣

と
し
て
委
嘱
し
ま
す
。

ま
た
、
従
来
は
区
長
・
組
長
個
人
へ
支

払
わ
れ
て
い
た
文
書
配
布
手
数
料
を
自

治
会
と
の
契
約
に
よ
っ
て
支
払
う
よ
う

変
更
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

合

せ

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
企
画
総
務
部

自
治
推
進
課
自
治
推
進
係（
☎
282
局

１
７
１
１　

内
線
１
３
４
１
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

付
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
治
会
制
度
実
施
に
向
け
て

１
、
区
長
会
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　

自
治
会
制
度
導
入
に
向
け
て
、
必
要

と
さ
れ
る
対
策
に
つ
い
て
区
長
会
や
役

場
内
部
で
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

２
、
住
民
説
明
会
等
の
実
施

　

昨
年
10
月
に
村
議
会
行
財
政
問
題
調

査
特
別
委
員
会
か
ら
、「
区
長
、
住
民

に
周
知
徹
底
を
図
り
進
め
る
こ
と
」
と

の
条
件
で
自
治
会
制
度
移
行
容
認
の
報

告
を
受
け
、
昨
年
４
月
か
ら
今
年
２
月

ま
で
に
住
民
向
け
の
説
明
会
を
約
25
会

場
で
実
施
し
ま
し
た
。
同
時
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
大
多
数
の

方
が
自
治
会
制
度
へ
の
移
行
に
つ
い
て

自
治
会
の
創
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
安
全
・
福
祉
対
策
な
ど
広
域

に
ま
た
が
っ
た
課
題
解
決
の
た
め
に
、

小
学
校
区
ご
と
の
自
治
会
創
設
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

３
、
自
治
会
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

　

自
治
会
制
度
へ
移
行
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
、
行
政
ま
た
は
住
民
の
視
点
に
よ
っ

て
評
価
が
変
わ
り
ま
す
。
住
民
か
ら
見

れ
ば
、
会
議
や
事
業
へ
の
参
加
の
機
会

が
増
え
る
こ
と
で
、
負
担
増
と
思
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
①
地
域
に
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
を
持
つ
住
民
の
意
思
が
反
映

し
や
す
い
②
運
営
費
な
ど
を
持
つ
こ

と
で
自
己
決
定
権
が
拡
大
す
る
③
人
と

人
と
の
関
わ
り
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
る

―
―

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
一
方
、
行
政
か
ら
見
れ
ば
、
協
働

に
よ
る
取
り
組
み
が
容
易
に
な
る
と
と

各
種
サ
ー
ク
ル

在
宅
福
祉
支
援
サ
ー
ク
ル

地
域
商
店
・
事
業
所

各
種
委
員（
民
生
委
員
・
青
少
年
相
談
員
等
）

女
性
団
体

老
人
会

子
ど
も
会

D
班（
常
会
）

C
班（
常
会
）

B
班（
常
会
）

A
班（
常
会
）

班（常会） 地域の組織

会計書記 集会所管理者

副会長

自治会長

も
に
、
経
費
削
減
や
よ
り
き
め
細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

４
、
学
区
自
治
会
の
必
要
性

　

１
９
７
１
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
自
治

省
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
策
の
中
で
、
自

治
会
の
範
囲
を｢

お
お
む
ね
小
学
校
の
通

学
区
域｣

と
し
て
い
る
の
は
、
環
境
問
題
、

青
少
年
健
全
育
成
な
ど
、
行
政
区
を
越

え
る
広
域
的
な
も
の
が
多
い
と
の
理
由

か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
小
学
校
区
自
治

会
の
設
立
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
行
政
区
の
組
織
を
、
身
の
回
り
の
問

題
に
取
り
組
む
も
の
と
し
て
位
置
付
け

る
と
と
も
に
、
豊
か
な
人
材
を
求
め
、

広
域
で
形
成
す
る
構
造
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
。
業
務
の
企
画
等
は
、
実
行
委

員
会
や
専
門
委
員
会
を
編
成
し
て
分
業

化
し
な
が
ら
決
定
し
、
実
行
面
で
は
、

全
体
で
協
力
す
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

　

そ
こ
で
村
で
は
、
従
来
の「
地
区
委
員

会
」と「
コ
ミ
セ
ン
企
画
運
営
委
員
会
」の

機
能
を
一
つ
に
し
、
総
合
計
画
の
ま
ち

づ
く
り
の
理
念
で
あ
る
６
つ
の
柱（
①

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち　

②
支
え
あ
っ

て
い
き
る
ま
ち　

③
個
性
と
い
き
が
い

を
育
む
ま
ち　

④
新
た
な
可
能
性
を
創

る
ま
ち　

⑤
快
適
で
人
に
や
さ
し
い
ま

ち　

⑥
信
頼
で
つ
な
ぐ
自
治
の
ま
ち
）

に
基
づ
き
、
新
た
な
発
想
で
地
区
委
員

会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
将
来
的
に

は
、
主
に
各
自
治
会
の
連
絡
調
整
機
能

を
果
た
す
べ
き
こ
の
委
員
会
を
、
小
学

校
区
自
治
会
を
見
据
え
た
組
織
に
位
置

各種専門委員
会、安全・福
祉部会など

自治会組織図（参考）
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介護予防サ
ービスを利
用できます

介護サービ
スを利用で
きます

　

要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け
る
方
が
年
々

増
え

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
軽
度
の
要
介
護
状
態
の
方

が
利
用
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
多
く
が
、
本
来
の
目
的

で
あ
る
状
態
の
改
善
・
悪
化
防
止
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
状
況
で
す
。
軽
度
の
方
の
場
合
、
筋
力
の
低
下
や
栄

養
状
態
の
悪
化
、
閉
じ
こ
も
り
な
ど
に
よ
り
、
生
活
す

る
機
能
が
徐
々

に
低
下
す
る「
廃
用
症
候
群（
生
活
不
活

発
病
）」が
原
因
で
要
介
護
と
な
る
場
合
も
多
く
、
早
期

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
改
善
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
改
正
で
は
、
従
来
の
要
支
援
の
方

と
、
要
介
護
１
の
う
ち
状
態
が
改
善
す
る
可
能
性
が
高

い
方
を
、新
た
に「
要
支
援
１
」「
要
支
援
２
」と
認
定
し
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
を
見
直
し
た
新
た
な
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス（
新
予
防
給
付
）を
提
供
し
ま
す
。

　

認
定
に
係
る
審
査
は
、
従
来
の「
介
護
の
必
要
度
」と

い
う
観
点
に「
状
態
の
維
持
・
改
善
の
可
能
性
」を
新
た

に
加
え
、
要
支
援
１
・
２
、
要
介
護
１
〜
５
の
判
定
を

介
護
認
定
審
査
会
で
行
い
ま
す
。

　

要
支
援
１
・
２
に
認
定
さ
れ
た
方
は
、
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
が
、「
本
人
が
で
き
る
こ
と

は
、
で
き
る
限
り
本
人
が
行
う
」
こ
と
を
基
本
と
し
ま

す
。
廃
用
症
候
群
の
予
防
・
改
善
の
た
め
に
、
通
所
系

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
中
心
に
、
生
活
機
能
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

は
、
４
月
か
ら
新
設
さ
れ
る「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
」で
行
う
予
定
で
す
。

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要 支 援

非 該 当

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１ 要支援２

要支援１

非 該 当
地域支援事業の介護予防事
業を利用できます

介護が必要と
される要介護
１～５の方

支援が必要と
される要支援
１・２の方

問 合 せ　福祉部高齢福祉課介護保険係（☎282-1711　内線1165）　

　介護保険制度は平成12年度にスタートし、介護を必要とする方がさまざまなサービスを利

用できるようになりました。しかし、近年の高齢社会の進行により、一人暮らしの高齢者や

認知症の方の増加、介護サービスの給付費の増加など、新たな課題が生じています。

　これを踏まえ、高齢者ができる限り健康に生活して要介護状態にならないよう、また、介

護や支援が必要となっても、住み慣れた地域で生き生きと暮らせるような環境づくりととも

に、給付の効率化による安定した制度運営を図るため、介護保険制度が４月に改正されます。

今月号では、その概要をお知らせします。

介護保険制度が変わります
４ か月 ら

要
支
援
認
定
と
新
予
防
給
付

現　行 ４ 月 か ら
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要
支
援
１
・
２
の
認
定
者
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

①
通
所
介
護
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
…
施
設

等
に
日
帰
り
で
通
い
、
食
事
の
提
供
や
日
常
生
活
上

の
支
援
の
ほ
か
、
利
用
者
の
目
的
に
応
じ
た
サ
ー
ビ

ス（
運
動
機
能
の
向
上
、
口こ

う

腔く
う

機
能
の
向
上
、
栄
養

改
善
な
ど
）を
利
用
で
き
ま
す
。

②
訪
問
介
護
…
利
用
者
が
自

力
で
は
困
難
な
行
為
に
つ

い
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

が
居
宅
を
訪
問
し
、
援
助

が
受
け
ら
れ
ま
す（
同
居

家
族
の
支
援
や
ほ
か
の
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
い

場
合
に
限
り
ま
す
）。

③
福
祉
用
具
貸
与
・
販
売
…
介
護
予
防
に
役
立
つ
福
祉

用
具
に
つ
い
て
、
貸
与
や
販
売
の
給
付
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
車
い
す
や
特
殊
寝
台（
ベ
ッ
ド
）、

体
位
変
換
器
な
ど
は
、
身
体
上
、
特
に
必
要
性
が
認

め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

④
そ
の
他
…
前
述
の
サ
ー
ビ
ス（
①
、
②
、
③
）の
ほ
か
、

利
用
者
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
ま
す
。
訪
問
入
浴
介
護
・
訪
問
看
護
・
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
・
居
宅
療
養
管
理
指
導
・
短
期
入
所
・

住
宅
改
修
・
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
・
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

※
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
提
供
さ

れ
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
）な
ど
で
す
。

　

地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
介
護
予
防
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
が
、
で
き
る
限
り
自
立
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
村
が
支
援
し
ま
す
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
支
援
事
業
の
一
環

と
し
て「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
新
た
に
設
置
し

ま
す
。
保
健
師
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
社
会
福
祉
士
な

ど
の
職
員
が
専
門
性
を
生
か
し
て
、
総
合
的
な
相
談
・

支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、
３
年
ご
と
に
見

直
し
を
行
っ
て
お
り
、
市
町
村
ご
と
に
将
来
３
年
間
の

介
護
に
係
る
費
用
を
推
計

し
て
、
そ
の
保
険
料
額
が

決
ま
り
ま
す
。
平
成
18
年

度
か
ら
は
新
し
い
保
険
料

額
と
な
り
、
所
得
の
低
い

方
に
は
負
担
能
力
に
配
慮

し
た
保
険
料
の
設
定
を
行

い
ま
す
。

生
活
機
能
が
低
下
し
、
介
護
が
必
要
と
な
る
恐
れ

の
あ
る
方
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
把
握
し
ま
す
。

・
医
療
機
関
等
で
行
う
基
本
健
康
診
査
に
よ
り
把
握

・
要
介
護
認
定
の
非
該
当
者
の
把
握

・
医
師
や
民
生
委
員
な
ど
か
ら
の
連
絡
で
把
握

・
訪
問
活
動
な
ど
に
よ
り
把
握

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
健
診
の
結
果
な

ど
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
で
の
問

題
点
な
ど
の
聞
き
取
り
を
行
い
、
対
象
者
の
状

態
に
合
わ
せ
た
介
護
予
防
を
実
施
し
ま
す
。

介
護
予
防
事
業（
運
動

機
能
の
向
上
、
口
腔
ケ

ア
、
栄
養
改
善
、
閉

じ
こ
も
り
予
防
な
ど
）

を
利
用
で
き
ま
す
。

健
康
増
進
の
た
め
の

教
室
な
ど
を
利
用
で

き
ま
す
。

介
護
や
支
援
が
必
要

と
な
る
恐
れ
が
あ
る
方

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
う
事
業

○
高
齢
者
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
総
合
的
な
相
談
・

支
援

○
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施（
新
予
防

給
付
や
介
護
予
防
事
業
対
象
者
の
支
援
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
作
成
な
ど
）

○
高
齢
者
の
虐
待
防
止
の
た
め
の
相
談
や
権
利
擁
護

○
包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施（
地
域

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
後
方
支
援
）

地
域
支
援
事
業

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
保
険
料
の
改
定

自
立
し
た
日
常
生
活

を
送
れ
る
方（
生
活
機

能
が
低
下
し
て
い
な

い
方
）
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■問 合 せ　新病院建設準備室（☎287-0899　電子メールsinbyouin@vill.tokai.ibaraki.jp）

　今回は、患者様の病気や医療に関係する医療情報を共有化して行う「病院のチーム

医療」についてお話しします。

■医療情報の共有化

　以前、私がお手伝いしていた病院のお話です。入院中の患者様が、脳梗
こう

塞
そく

で軽

い右半身麻
ま

痺
ひ

となりました。看護師からリハビリの方法を相談され、早期からの

プログラムを作り、主治医に言いましたが、「主治医は私、ほかの医師の指示は受けない」と言わ

れ、何もできませんでした。結局、その患者様は筋力が低下し、寝たきり状態での退院となり、

その後、看護師などスタッフの勤労意欲も低下してしまいました。

　「私の患者」「私の先生」ということがありますが、その意識が強過ぎると困ることもあります。

急病になった場合、主治医が真夜中あるいは出張先からでも、病院に駆けつけることができるで

しょうか？　現在多くの病院が医療情報を共有化し、“チーム”で医療することが多くなってきて

います。「○○先生の患者様」というより、「△△病院の患者様」という意識の下、医療を行ってい

ます。「チーム医療」を行うことで、主治医以外の考えも示され、治療の質が向上します。

　あまり患者様やご家族が、「私の先生」という強い意識を持つと、医療者が情報を共有できず病

気に対しての対応が遅れることがあります。主治医に固定せず、時には院内のほかの医師による

診察を受け、考えを聞くことも大切です。

新しい村立東海病院
　新しい村立東海病院では、再診外来での『長い待ち時間』を短くするとともに、早朝からの診察順

番取りを避けるために、予約制診療を導入します。

◆予約外来についてご紹介します

病院への上手なかかり方（その８） 東海病院整形外科医師　大場　義幸

予約外来の概要

①初めて来院される患者さんは、予約制ではありません。再診の患者さんが予約の

対象となります。

②１回目の診察終了時に、医師と次回の診察日時を含めた予約（診察・検査・レン

トゲン等）を決め、次回の「予約票」を会計の際に受け取ることになります。

③予約時間枠は、30分間隔で予定しています。

例）９時台の予約患者さんは、９：00 ～９：30に、９時30分台の予約患者さんは、

　 ９：30 ～ 10：00に診察を受けられるようになります（診療の内容により多少

　 前後する場合があります）。

④予約時間の15分前には、再診の受付（再来受付機を利用できます）をお願いします。

⑤予約無しでも受診できますので、受付終了時間までに来院ください（急患の場合はこの限りではありませ

んのでお申し出ください）。

※診察開始時間や待ち時間は、患者さんの病気の状況、初診、再診、急患、救急の対応などでさまざまで

すが、できる限り予約時間に診療が行えるよう、待ち時間を少しでも減らし、診療を充実させていきます。

入院病棟は、３月27日（月）から閉鎖となります。

病棟関連の医療機器から、順次移設作業を始めます。

４月１日（土）から、外来診療は午前中のみとなります。

午後は、新病院の開院準備を行います。

４月29日（土）から５月７日（日）までは、完全閉院となります。

この期間で、移転作業を完了します。

◆移転準備を開始します　『一時ご不便をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします』

期　日 時　間

３月11日（土） 13：30 ～ 16：00

３月12日（日） ９：00 ～ 16：00

※医療機器や家具などは未設置です。

内覧会のご案内

再来受付機
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■期　　日 ４月24日(月)から８月３日(木)ま
での週２日(全28回)

■場　　所 総合福祉センター「絆
きずな

」
■対　　象 足腰に不安のある65歳以上の方
（各クラス10人程度　※初参加の方優先）
■日 程 等 

■参 加 費 8,400円／人（全28回分）
■申し込み・問合せ ３月31日（金）までに、福
祉部高齢福祉課高齢福祉係（内線1163）へ申
し込みください。

始めませんか？　筋力トレーニング

● 問 合 せ　福祉部高齢福祉課高齢福祉係（☎282-1711　内線1163）

クラス名 時　間

月・木クラス
① 午前９：30 ～ 11：30
② 午後１：30 ～３：30

火・金クラス 午後１：30 ～３：30

体力測定結果表
トレーニング開始時

握力

上体起こし

長座体前屈10ｍ障害物歩行

６分間歩行

開眼片足立ち

トレーニング修了時

最高値

平均値

測定値

村では、介護予防事業の一環として『筋力ト

レーニング教室』を開催しています。

この教室では、足腰に不安を感じている65

歳以上の方を対象に、参加者の体の状態に合わ

せたプログラムを作成し、指導者の下で安全に

運動をしながら、筋力トレーニングを行います。

平成16年４月にこの教室を開始して以来、７

クラス、134人の参加者が修了しています。

●筋力トレーニングはなぜ必要なの？

　筋力は、年齢を重ねるとともに低下し、特

に60歳を過ぎると劇的に低下するといわれて

います。また、筋力だけではなく、動作の速さ

も低下します。そのため、つまずいたり、滑っ

たりしたときにとっさにバランスが取れなくな

り、転倒し、骨折につながることもあります。

この転倒による骨折が、寝たきりになってしま

う原因の一つです。しかし、積極的に筋力トレ

ーニングを行えば、筋力の低下を防ぎ、さらに

は増強することも可能です。また、持久力、柔

軟性、バランス能力も向上させることができま

すので、転倒しにくい体にすることができます。

●どれくらい効果があるの？

　教室では、筋力トレーニングによって筋力

がどのように変化するかを知るため、教室の最

初と最後に体力測定を実施しています。体力測

定結果表をご覧下さい。これは、ある参加者の

体力測定結果表です。この方は、教室参加当時

87歳で全身の各所に関節痛がありました。教

室に参加したのも、この関節痛を緩和したいと

いう理由からでした。２つのグラフを比較して

みると、トレーニング開始時において平均値を

下回っていた項目も、教室修了時においては最

高値に近い値になっています。これは、筋力が

高まり、運動機能が向上したことの一つの証明

です。また、体力測定で得られた数値により“体

力年齢”を導き出していますが、この方の場合

は、“体力年齢”が教室開始時88歳だったのに

対し、教室修了時には58歳まで若返りました。

このように、筋力とは、決して年齢相応のもの

ではなく、トレーニングをすれば若返るものな

のです。若返ることで、動作が楽になった、痛

みや不眠などの症状が改善したといった効果を

日常生活の中で実感することができれば、自分

に自信を持つことができるとともに、活動性が

向上します。

　自宅で適切な運動を継続的に行うことは、簡

単なことではありません。同じ目的を持つ仲間

と一緒に、筋力トレーニングを始めてみてはい

かがでしょうか？

握力

上体起こし

長座体前屈10ｍ障害物歩行

６分間歩行

開眼片足立ち

平成18年度前期教室参加者募集
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４月
１日
から

　

近
年
、
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
中
で
も
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
数
は
、
建
物
火
災
全
体
の
９
割

を
占
め
て
い
ま
す
。
主
な
要
因
と
し
て

は
、
就
寝
時
間
に
火
災
が
発
生
し
て
逃

げ
遅
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う

で
す
。
犠
牲
者
の
半
数
以
上
が
65
歳
以

上
の
高
齢
者
で
、
今
後
、
住
宅
の
過
密

化
や
高
齢
社
会
へ
の
進
展
と
と
も
に
、

さ
ら
に
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が
増

加
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
住
宅
火
災
に
よ

る
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
、
平
成

16
年
６
月
、
消
防
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
一
般
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
等
の
共
同

住
宅
に
対
し
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
が
発

生
し
た
と
き
に
煙
や
熱
を
感
知
し
て
、

住
宅
内
の
人
に
警
報
音
や
音
声
に
よ
り

火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
機

器
で
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
取
り

付
け
る
場
所
は
、
寝
室
や
階
段（
寝
室

が
２
階
な
ど
の
場
合
）
の
天
井
・
壁
な

ど
で
す
。

　

な
お
、
台
所
へ
の
設
置
の
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
火
災
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
と
こ
ろ
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
す
る
と
、
さ
ら
に
安
心
で
す
。

▼
新
築
住
宅
…
平
成
18
年
６
月
１
日
か

ら
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

▼
既
存
住
宅
…
平
成
20
年
６
月
１
日
か

ら
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

販
売
価
格
は
種
類
に
も
よ
り
ま
す

が
、
１
個
当
た
り
５
０
０
０
円
か
ら

１
万
円
程
度
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
家
電
販
売
店
等
で
も

購
入
で
き
ま
す
。
購
入
す
る
際
の
目
安

と
し
て
、
日
本
消
防
検
定
協
会
の
検
査

に
合
格
し
た
鑑
定
マ
ー
ク（
Ｎ
Ｓ
マ
ー

ク
）
が
表
示
さ
れ
て
い
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
購
入
す
れ
ば
安
心
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
悪
質
な
訪

問
販
売
業
者
の
事
例
が
全
国
で
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
購
入
す
る
前
に
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽「
す
ぐ
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
取

り
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と

言
っ
て
強
引
に
勧
め
る
。

▽「
消
防
署
の
方
か
ら
来
ま
し
た
」と
言

っ
て
、
消
防
職
員
を
装
い
販
売
す
る

（
消
防
職
員
が
販
売
・
あ
っ
せ
ん
を

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

な
お
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、「
特

定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
不
審
に
感
じ
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
契
約
せ
ず
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
消
防
本
部
予
防

課（
☎
282
局
２
０
３
８
）へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す

住宅用火災警報器の
購入費を助成します
■助成対象機器 国が定めた規格に

適合していることを保証する、日

本消防検定協会の鑑定マーク（Ｎ

Ｓマーク）が表示されている住宅

用火災警報器

■助成対象者 村内在住の65歳以上

で、所得税非課税世帯に属する寝

たきりの方、または独り暮らしの

方

■助 成 額 住宅用火災警報器の購

入費の半額（ただし、100円未満は

切り捨て）

■手 続 き 高齢福祉課の窓口で申

請してください。　※申請後に販

売業者が、ご自宅へ取り付けに伺

います。

■問 合 せ 福祉部高齢福祉課高齢

福祉係（☎282-1711　内線1163）

設
置
の
義
務
化

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？

設
置
義
務
は
い
つ
か
ら
？

販
売
価
格
は
？

問

合

せ

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
！

日本消防検定協会の鑑定マーク
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ご注意ください

問 合 せ

消費生活相談コーナー (経済環境部経済課商工観光係内　☎282-1711　内線1438）

　近年、消費生活相談コーナーに寄せられ

る相談が増えています。特に多いのは、自

宅訪問による家屋リフォームの点検商法や

健康食品・高級ふとんの購入契約をしてし

まったという高齢者からの相談です。

点検商法

無料点検にきたと訪問し、「床下が腐っ

てしまいますよ」「排水管が詰まってしまい

ますよ」「白アリがいますね」「この家は地震

がきたら倒壊しますね」などと不安をあお

るようなことをいいながら、不要な契約を

押し付ける商法を点検商法といいます。

●床下点検商法

この特徴は、①不意に訪れて、家主が簡

単に見られないところを点検②家に上がり

込むため「排水管の無料点検をいたします」

などと言う③契約をしてしまうと、さまざ

まな個所の工事（屋根・外壁・風呂工事）の

契約を迫る――など、さまざまです。本当

に工事が必要なのか、その場で判断せずに、

まずは知り合いに相談しましょう。

●水質点検商法

「水道局（または、保健所など）から点検

を依頼され水質検査にきました」「この辺の

水道水は汚れがひどいですよ」などと言い

ながら訪れます。そして、試薬などで水を

変色させ、あたかも汚れているかのように

不安をあおります。また、高額な浄水器を

すぐに取り付けてしまい、断りにくくする

こともあるようです。このような場合には、

まずは、「役場に電話して確かめる」と話し、

実際に電話して確認してください。

●その他の点検商法

　①ブレーカー②屋根工事③シロアリ駆除

サービス④耐震補強工事――などの点検商

法がありますので、十分ご注意ください。

催眠商法（ＳＦ商法）と健康講座商法

　この商法は、健康講習会などの名目で会

場となる空き店舗などに人を集め、日用品

などの無料商品をたくさん配布することで

「何か買ってあげなくては申し訳ない」と消費

者の購買意欲を高めたり、薬効をうたって

健康食品などを高く売る商法です。また、「今

だけ特別」「ここだけ特別」と割安感を強調す

るのも、この商法の手口です。契約するま

で家に帰してもらえないこともありますの

で、会場へ安易に足を運んではいけません。

クーリング・オフ期間

　ここに紹介した以外にも、悪質業者はさ

まざまな手口で皆さんに迫ってきます。も

しも、悪質な手口で皆さんが判断を誤り、

契約をしてしまった場合などは、クーリン

グ・オフ期間（契約書を受け取った日から、

その日を含めて８日以内※マルチ商法、内

職・モニター商法は20日以内）であれば無

条件で解約できる制度がありますので、困

ったときには、一人で悩まずに、消費生活

相談コーナーなどにご相談ください。

●
押
印
は
慎
重
に
●「
し
ま
っ
た
！
」と
思
っ
た
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
利
用
●

あなたを狙う悪質商法
●
不
用
意
に
玄
関
を
開
け
な
い
●
名
前
・
用
件
必
ず
確
認
●
個
人
情
報
話
さ
な
い
●

■
採
用
予
定
日 

４
月
１
日

■
職
務
内
容 

①
消
費
生
活
②
一
般
相

談
③
苦
情
相
談
処
理―

―

に
関
す

る
事
務

■
対　
　

象 

基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
る
方
で
①
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
が
付
与
す
る「
消
費
生
活

専
門
相
談
員
」
の
資
格
を
持
つ
②(

財)

日
本
産
業
協
会
が
付
与
す
る「
消

費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
資
格
を

持
つ
③(

財)

日
本
消
費
者
協
会
が
付

与
す
る「
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
」
の
資
格
を
持
つ
④
消
費
生
活
全

般
に
関
す
る
知
識
お
よ
び
能
力
を

有
す
る
と
認
め
る―

―

の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方(

１
人)

■
試

験

日 

３
月
20
日(

月)

■
選
考
方
法 

書
類
審
査
・
面
接
試
験

■
勤
務
条
件 

６
時
間
／
日（
週
３
日

以
上
）

■
そ

の

他 

報
酬
…
８
万
４
０
０
０

円
／
月　

諸
手
当
…
通
勤
手
当

■
申
し
込
み
・
問
合
せ 

３
月
17
日(

金)

ま
で(

土
・
日
曜
日
を
除
く)

の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

に
、
履
歴
書(

写
真
を
張
り
付
け
た

も
の)

を
用
意
し
た
上
で
、
経
済
環

境
部
経
済
課
商
工
観
光
係
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
員
募
集
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更
新
時
期
で
す

国
民
健
康
保
険
証
の

　

東
海
村
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
第
24
回
定
期
演
奏
会

を
開
催
し
ま
す
。
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
団
員
51

人
が
奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
期　
　

日 

３
月
26
日（
日
）

■
時　
　

間 
午
後
１
時
開
場　

午
後
１
時
30
分
開
演

■
場　
　

所 

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー（
ホ
ー
ル
）

■
入

場

料 

無
料

■
内　
　

容 

①
第
１
ス
テ
ー
ジ
…
合
唱
組
曲「
な
つ

か
し
き
日
々

」　

②
第
２
ス
テ
ー
ジ
…
創
作
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル「
伝
説
の
島
Ｚ
Ｚ
」　

③
第
３
ス
テ
ー
ジ
…
ギ

タ
ー
と
と
も
に「
青
春
ア
ミ
ー
ゴ
」「
お
す
し
の
ピ
ク

ニ
ッ
ク
」「
僕
の
空
に
も
明
日
が
く
る
」ほ
か

■
問

合

せ 

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
４
２
３
）

東海村少年少女合唱団第24回定期演奏会

　

現
在
ご
使
用
に
な
っ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
証
の
有

効
期
限
は
、
３
月
31
日（
金
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

更
新
時
期
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
３
月
29
日（
水
）ま

で
に
、
平
成
18
年
度
の
新
し
い
保
険
証
を
世
帯
主
の
方

あ
て
に
配
達
記
録
付
き
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
不
在
の

た
め
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
お
手

数
で
も
３
月
30
日（
木
）以
降
に
福
祉
部
保
健
年
金
課
窓

口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

４
月
以
降
に
診
療
を
受
け
る
際
に
は
、
必
ず
新
し
い

保
険
証
を
医
療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
の

も
の
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保
険
証
更
新
に
つ
い
て
の
留
意
事
項

①
新
し
い
保
険
証
の
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日

等
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
記
載
内
容
に
間
違

い
が
あ
っ
た
場
合
や
、
既
に
ほ
か
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
と
い
っ
た
加
入
者
の
異
動
等
が
あ
る
場

合
は
、
速
や
か
に
保
健
年
金
課
の
窓
口
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

②
特
別
な
事
情
が
な
く
国
保
税
を
納
付
し
て
い
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
個
別
に
納
税
相
談
を
行
っ
た
上
で
、

保
険
証
は
直
接
手
渡
し
に
な
り
ま
す
。

③
70
歳
以
上
の
方
に
送
付
し
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
の

有
効
期
限
は
、
７
月
31
日（
月
）ま
で
と
な
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
使
用
に
な
れ
ま
す
。

問

合

せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
係（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
１
３
２
）

　舟石川３区（127世帯）の新しい区長、鈴木由夫さんをご紹介しま

す。鈴木さんは当分の間、副区長を兼任されます。

　区長は、行政の円滑な運営、村民福祉の向上、村民の声を行政に

反映するため、村民の皆さんと行政をつなぐ重要なパイプ役として、

今後、皆さんからの村政に対する要望の取りまとめや、いきいき地

域活力助成事業などについて、組長などと協力しながら活動してい

きます。

●任命方法 区の推薦により村長が委嘱します。

●区 長 会 会員数…32人　会長…黒羽根弘一さん（真崎区）　　

副会長…圷洋右さん（船場区）

●問 合 せ 企画総務部自治推進課自治推進係（☎282-1711　内線

1341）

舟石川3区

鈴
すず

木
き

由
よし

夫
お

☎ 282-9414
62 歳　１期目

新しい区長をご紹介します
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●“いかのおすし”で犯罪から身を守りましょう！

●地域福祉活動の推進に尽力

２月２日、「防犯教室」が中丸小学校（塙久校長）で行われ

ました。これは、児童が犯罪から身を守るため、不審者へ

の具体的な対応法を身に付けてもらおうとしたもの。下校

途中で、児童が不審者に声を掛けられるという想定の下、

「い
・
か
・
ない」「の

・
らない」「お

・
おごえを出す」「す

・
ぐ逃げる」「し

・

らせる」を防犯の合言葉とした“いかのおすし”に倣って模

擬訓練を実施。最後に、「１１０番の家」に助けを求める際、

身長や服装、性別など不審者の特徴を的確に伝えることを

学び、子どもたちは“いかのおすし”を身に付けたようです。

21年間にわたって、地域住民の福祉向上のために活動す

る民生委員・児童委員を務めた、故清水政雄さん（平成17

年10月永眠）の功績が認められ、１月30日、政雄さんの妻

である清水ふみゑさん（村松在住）に「遺族追賞」が授与され

ました。政雄さんは、民生委員・児童委員としてだけでは

なく、社会福祉協議会評議員として、地域福祉活動の推進

などに尽力。代理で伝達された政雄さんの長男・繁さんは、

「地域のために活動してきたことが認められたので、父も

きっと喜んでいることでしょう」と笑顔で話してくれました。

●感謝の気持ちを忘れずに夢へ向かって前進します
２月３日、東海文化センターで村内の両中学校の２年生

（東海中学校177人、東海南中学校126人）が「Our Bright 

future ～夢と希望の道しるべ～」をテーマに、立志式を行

いました。式典では、講師に招いた池間哲郎さん（ＮＧＯ

沖縄アジアチャイルドサポート代表理事）が「懸命に生きる

子供達」について、命の尊さや感謝する心、一生懸命に生

きることの大切さを熱弁。また、「未来に向かって」をテー

マに、両親への感謝の気持ちや、将来の夢を語った生徒た

ちは、大きな未来に向かって努力していくことを誓いました。

110番の家のプレート
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【
俳　

句
】

棒
先
き
で
明
日
啓
蟄
の
鉢
ず
ら
す

 

村　

松　

川
﨑　

常
義

思
い
出
は
胸
に
た
た
み
て
春
を
ま
つ

 

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

福
寿
草
落
葉
も
た
げ
て
春
を
告
ぐ

 
外　

宿　

照
沼
あ
や
子

庭
園
も
一
夜
で
変
る
雪
化
粧

 

豊　

岡　

中
島
エ
ミ
子

寒
卵
ご
く
り
と
い
の
ち
盛
上
り

 

白
方
中
央　

柴
田　

一
声

初
厨
日
の
脚
の
今
届
き
け
り

 

舟
石
川　

佐
藤　

と
よ

遅
い
よ
と
梅
に
問
う
と
き
雪
深
し　

 

外　

宿　

西
山　

純
一

春
節
や
雀
遊
べ
る
残
り
雪

 

白　

方　

根
本　

怜
子

踊
り
子
の
は
し
や
ぐ
出
湯
に
雪
舞
し

 

白　

方　

根
本　
　

武

　
　

【
短　

歌
】

う
す
紅
や
落
花
生
な
ど
あ
る
な
か
で
国
産
大
豆
の
福
豆

を
撒
く 

外　

宿　

小
林
美
代
子

息
子
よ
り
の
赤
と
ピ
ン
ク
の
シ
ク
ラ
メ
ン
花
伸
び
や
か

に
美
し
さ
増
す 

船　

場　

中
井
川
し
げ

す
ぎ
ゆ
け
る
月
日
の
は
や
さ
し
み
じ
み
と
娘
の
悲
し
み

の
う
す
ま
ら
ぬ
ま
ま 

船　

場　

村
上
よ
り
子

　

日
曜
日
の
朝
も
や
の
切
れ
る
こ
ろ
、
東
海
中
学

校
弓
道
場
か
ら
静
寂
す
る
空
気
を
つ
い
て
、
的
中

音
の
響
き
が
耳
に
入
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

半
弓
を
持
っ
た
小
学
生
た
ち
が
寒
暖
晴
雨
に
動
ず

る
こ
と
な
く
、
指
導
員
の
教
え
に
耳
を
傾
け
、
的

一
筋
に
弓
を
構
え
た
練
習
風
景
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
」弓
道
本
来

の
姿
を
、
現
代
っ
子
に
欠
け
が
ち
な
礼
の
一
端
が

会
得
で
き
る
よ
う
に
と
、
毎
週
日
曜
日
の
朝
７
時

か
ら
２
時
間
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
末
は
親

子
で
弓
道
を
楽
し
む「
親
子
弓
道
大
会
」、
年
明
け

に
は
団
員
相
互
の「
お
年
玉
交
換
射
会
」な
ど
親し

ん

睦ぼ
く

と
交
流
を
図
る
こ
と
も
、
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
弓
道
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
、
団
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
、
相
手
を
思
う
心
、
敬
う
心
、
自
分
に
克か

つ
心

が
培
わ
れ
、
強
い
て
は
た
く
ま
し
い
青
少
年
に
育

つ
こ
と
を
念
じ
育
成
指
導
に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、

教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
な
が
ら
限
ら
れ

た
指
導
員
体
制
で
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

小
学
弓
道
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、昭
和
47
年
、

私
設
の
庭
先
で
小
学
生
と
弓
と
の
か
か
わ
り
を
持

っ
た
の
が
ス
タ
ー
ト
。
以
来
30
有
余
年
続
け
ら
れ

た
の
も
、
子
ど
も
た
ち
の
素
直
で
明
る
い
顔
、
弓

を
学
ぼ
う
と
す
る
強
い
心
に
接
し
ら
れ
た
こ
と

が
、
大
き
な
要
因
で
は
な
い
か
と
思
う
こ
の
ご
ろ

で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
未
知
の
世
界
の
弓
道
を
始

め
、
基
本
動
作
で
あ
る
礼
か
ら
始
ま
り
、
立
ち
方
、

座
り
方
、
歩
き
方
な
ど
の
課
程
を
学
び
、
次
に
、

ゴ
ム
弓
や
弓
を
持
っ
て
の
素
引
き
に
よ
る
弓
道
八

節
の
反
複
練
習
、
経
過
を
見
な
が
ら
大
的（
直
径

１
メ
ー
ト
ル
）
に
よ
る
的
前
行
射
に
移
り
、
希
望

と
夢
で
あ
っ
た
的
に
矢
を
離
す
醍だ

い

醐ご

味み

を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
満
足
感
を
味
わ
う
笑
顔
を
見

る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
本
年
度
は
26
人
の

少
年
た
ち
を
、
６
人
の
指
導
者
に
よ
り
弓
道
伝
承

を
目
的
と
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
惜
し
み
な

い
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も

た
ち
と
と
も
に
、
楽
し
み
な
が
ら
豊
か
な
心
を
育

ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

県
内
唯
一
で
あ
る
小
学
生
を
対
象
と
し
た
私
た

ち
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
一
人
で
も
多
く
の
子

ど
も
た
ち
を
、
次
の
世
代
に
送
り
出
せ
る
こ
と
に

夢
を
託
し
、
教
室
へ
足
を
運
ぶ
私
た
ち
で
す
。

ＰＡＲＴ . ７２

指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記

小学弓道スポーツ少年団にかかわって 

　 小学弓道スポーツ少年団指導者

白方　檜
ひ

山
やま

　芳
よし

雄
お
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ＶＯＬ .  ８２

エッセー頑張る

今どきの
青少年

　

と
て
も
感
動
で
き
る
立
志
式
で
し
た
。
初
め
、

講
演
会
で
眠
く
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ま
っ
た
く
眠
く
な
ら
ず
、
言
葉

で
は
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
心
に
と
て
も
深
く
刻
み

込
ま
れ
ま
し
た
。
特
に
、モ
ン
ゴ
ル
の
子
ど
も
が
、

マ
ン
ホ
ー
ル
の
中
で
生
活
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
映

像
を
見
た
と
き
は
、
思
わ
ず
目
を
そ
ら
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
自
分
は
、
こ
ん
な
に
恵
ま
れ
た
環
境

に
い
る
の
に
、
ま
た
、
や
り
た
く
て
も
で
き
な
い

人
が
い
る
の
に
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
り

た
く
な
い
こ
と
か
ら
逃
げ
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る

自
分
が
い
て
、と
て
も
恥
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
東
海
中
学
校
の
発
表
で
は
、
野
球
部

全
員
で
将
来
の
抱
負
を
一
人
ず
つ
宣
言
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
試
合
よ
り
も
緊
張
し
た
け
れ
ど
、

堂
々

と
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
自
分

は
、
や
る
時
は
や
る
と
い
う
け
じ
め
の
あ
る
、
一

生
野
球
に
か
か
わ
っ
て
い
け
る
、
そ
ん
な
大
人
に

な
り
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
親
か
ら
の
手
紙
を
立
志
式
の
最
後
に

も
ら
い
、
読
み
終
え
た
時
、
何
だ
か
胸
に
込
み
上

げ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
両
親
に
と
て
も
大
切

に
育
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
今
こ
こ
に
生

活
で
き
、
部
活
動
に
励
め
て
い
る
の
は
、
父
や
母

の
お
か
げ
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
親
の
あ
り
が
た

み
を
知
り
ま
し
た
。
正
直
に
言
う
と
僕
は
、
自
分

の
夢
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
よ
く
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
講
演
会
の
最
後
に
、
講
師
の
池
間
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
に
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ

ろ
う
と
も
、
一
生
懸
命
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
、
一
日
一
日
を
大
切
に

し
て
、
た
く
さ
ん
勉
強
し
ま
す
。
そ
し
て
、
部
活

を
で
き
る
時
間
も
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
練
習

時
間
を
大
切
に
し
、
６
月
の
総
体
で
は
、
中
央
地

区
大
会
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
の
立
志
を
節
目
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
、
何

事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
心
と
体
は
一
回
り

も
二
回
り
も
大
き
く
な
っ
て
、
頑
張
っ
て
生
き
て

い
き
た
い
で
す

初
孫
も
十
五
の
試
練
と
な
り
に
し
か
無
心
に
学
ぶ
す
が

た
た
の
も
し 

村　

松　

高
橋　

正
弘

佐
渡
島
へ
友
と
行
き
し
と
き
バ
ス
ガ
イ
ド
黒
姫
村
は
鬼

は
内
と
う 

舟
石
川　

工
藤
和
一
郎

風
寒
く
立
春
の
空
晴
れ
な
が
ら
日
足
の
伸
び
て
水
仙
の

芽
見
ゆ 

船　

場　

舛
井
庫
之
助

瀬
戸
の
雪
梅
一
輪
に
降
り
つ
も
る
足
音
も
た
え
東
風
ぞ

恋
し
き 

内　

宿　

村
上　

文
江

着
ぶ
く
れ
て
日
向
ぼ
こ
せ
る
我
を
み
て
微
笑
み
か
け
る

梅
花
一
輪 
南　

台　

根
本
内
俊
男

八
十
路
坂
さ
し
か
か
り
た
る
吾
が
人
生
限
り
あ
る
日
々

恙
が
な
き
よ
う 

外　

宿　

髙
槌　

す
み

神
栖
市
は
環
境
に
や
さ
し
い
と
ご
み
発
電
に
力
入
れ
し

か 

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

白
鳥
に
餌
投
げ
や
る
も
届
か
ざ
り
二
歳
の
孫
の
手
の
小

さ
く
て 

須
和
間　

柴
山　

靖
子

久
々

の
雪
で
凍
れ
る
梅
の
枝
ガ
ラ
ス
細
工
の
如
く
光
れ

り 

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

大
雪
も
降
る
雨
に
消
え
福
寿
草
庭
石
の
間
に
太
々

と
見

ゆ 

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

明
日
朝
の
左
義
長
に
焚
く
菊
が
ら
を
寒
の
夕
庭
に
集
め

積
み
置
く 

舟
石
川　

舛
井　

昭
恵

降
り
や
み
て
地
に
積
も
る
雪
静
も
れ
り
我
足
跡
を
一
つ

つ
け
み
る 

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

立
春
を
過
ぎ
て
雪
降
る
わ
が
庭
に
寒
つ
ば
き
の
花
ま
ば

ら
に
咲
け
り 

村　

松　

桜
井　

秀
子

四
箇
月
臥
し
ゐ
る
姑
が
明
日
あ
た
り
草
と
り
す
る
と
唐

突
に
言
ふ 

船　

場　

吉
沼　

良
子

立
志
式
か
ら

　
　
　
　
　
　

東
海
中
学
校
２
年

白
方　

滝た
き

吉よ
し　

恭
き
ょ
う

平へ
い
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　川又南岳先生の教えをいただいた茨城大学書道部
ＯＢによる書道展です。出品者それぞれが古典の臨
書を基本におき、独自性を組み入れた創作を行って
います。皆さんのご来場をお待ちしています（最終
日は午後３時までとなります）。

第13回墨・ＫＯＫＯＲＯ展

　エベレスト街道のスケッチや、日ごろ描きためた
油絵などを中心に、２年間の近作を展示します。空・
風・火・水・地と接した人々や、その周辺の風景を
思い出しながら制作しました。ぜひ、ご覧ください
（最終日は午後３時までとなります）。

　千葉県在住の画家・田中曽女の個展です。サハラ
砂漠の世界に生きる人々に深い思いを寄せて描いた
新作「砂漠のバラ－永劫」「聖母子」をはじめ、20年
余りにわたる愛と生命をうたった作品を展観します
（最終日は午後３時までとなります）。

田中曽女展～愛を謳う～
　趣味に生きがいを求めて研さんを重ね、兄・三代
は陶芸歴25年を、弟・氾は書歴50年を迎えました。
それぞれの節目に当たり、兄弟回顧展を開催します
ので、ぜひご来場ください（最終日は午後３時まで
となります）。

ＳＴＡＴＩＯＮ

　　　　　ＧＡＬＬＥＲＹ

■開館時間 午前10時～午後７時　

※第７回門前由弘個展は、午前10

時から午後６時までとなります。

■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎２階）

■問 合 せ 東海ステーションギャラ

リー（☎287-3680）

３月12日（日）～18日（土）

４月９日（日）～15日（土）

　「私たちのくらし」をテーマに、日本とイギリスの
小学生が、美しい風景や伝統行事などを描いた作品
133点を展示します。原電、英国原子燃料会社の共
催による国際交流イベントです（最終日は午後１時
までとなります）。

日英小学生絵画交流展

３月19日（日）～25日（土）

兄弟回顧展《陶器と書》～河野三代・氾（秋月）

４月２日（日）～８日（土）

３月26日（日）～４月１日（土）

第７回門前由弘個展
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図
書
館
ト
ピ
ッ
ク
ス

国
民
年
金

だ 

よ 

り

蔵
書
点
検
の
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す

　

蔵
書
点
検
の
た
め
の
休
館
中
は
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
か
げ
を
持
ち
ま
し
て
、
無
事
点
検
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す
。
図

書
館
の
資
料
は
皆
さ
ん
の
共
有
財
産
で
す
の
で
、
大
切

に
ご
利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
不
明
資
料
数

　

▼
図
書
館
…
２
５
８
点

　

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
全
６
館
）…
１
５
３
点

●
図
書
配
架
を
一
部
変
更
し
ま
し
た

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
全
６
館
）所
蔵
図
書
の
一

部
を
入
れ
替
え
ま
し
た
。
な
お
、
随
時
新
し
い
本
を
追

加
し
て
い
き
ま
す
。

　

▼
回
収
し
た
冊
数（
除
籍
を
含
む
）…
５
０
７
２
点

　

▼
新
た
に
配
架
し
た
冊
数
…
１
７
５
３
点

●
長
谷
川
文
庫
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た

　

元
茨
城
大
学
教
授
の
長
谷
川
伸
三
さ
ん
か
ら
、
貴
重

な
資
料
を
全
１
４
０
冊
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
別
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
設
置
し
、
閲
覧
・
貸
し
出
し
を

始
め
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

「
国
史
大
辞
典
」　

（
吉
川
弘
文
館
）

　

「
古
典
体
系　

日
本
の
指
導
理
念
」

　
　
　
　
　
　
　
　

（
第
一
法
規
）

　

「
日
本
農
書
全
集
」　
　

（
農
文
協
）

　

「
和
歌
森
太
郎
著
作
集
」（
弘
文
堂
）

年
金
制
度
改
正
の

お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
、
月
々

の
保
険
料
が
２
８
０
円

引
き
上
げ
ら
れ
、月
額
１
万
３
８
６
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

問

合

せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
係（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
１
３
３
）

「
岩
波
講
座　

日
本
文
学
史
」　
　
　
　

（
岩
波
書
店
）

　

「
近
代
日
本
思
想
体
系
」　
　
　
　
　
　

（
筑
摩
書
房
）

住
所
等
の
変
更
手
続
き
に
つ
い
て

　

引
っ
越
し
や
村
で
実
施
し
た
住
居
表
示
事
業
な
ど

で
、
住
所
や
電
話
番
号
等
が
変
更
に
な
っ
た
方
は
、
必

ず
図
書
館
で
住
所
等
の
変
更
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
そ
の
際
に
は
、
新
し
い
住
所
が
確
認
で
き

る
も
の（
保
険
証
・
運
転
免
許
証
・
学
生
証
な
ど
）が
必

要
と
な
り
ま
す
。

村
外
へ
引
っ
越
し
さ
れ
る
方
へ

水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
内
へ
引
っ
越
し
さ
れ
る

方
は
、
広
域
市
町
村
登
録
を
行
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
引

き
続
き
ご
利
用
で
き
ま
す
。
同
圏
外
へ
引
っ
越
し
さ
れ

る
方
で
、
東
海
村
に
通
勤
・
通
学
さ
れ
な
い
方
は
、
図

書
館
カ
ー
ド
の
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
…
東
海
村
、
茨
城
町
、
岩

間
町
、
大
洗
町
、
笠
間
市
、
城
里
町
、
友
部
町
、
那

珂
市
、
ひ
た
ち
な
か
市
、
水
戸
市
の
10
市
町
村

「たんぽぽの会」による
おはなし会
期　日 毎週土曜日（第５土曜日を

　　　　除く）

時　間 午後２時～３時

場　所 おはなしコ―ナー

内　容 絵本の読み聞かせ、手遊

　　　　びなどを行います。

休館日
３月13日（月）・20日 （月）

　　21日（火）・27日 （月）

　　31日（金）

平成18年度国民年金保険料額
※平成18年４月以降

保険料の種別
納付月数

割引額
１か月分 ６か月分 12か月分

定額保険料 13,860円 83,160円 166,320円 ―

付加年金込み保険料 14,260円 85,560円 171,120円 ―

６か月前納保険料
現金納付 ― 82,480円 164,960円 1,360円

口座振替 ― 82,220円 164,440円 1,880円

６か月前納保険料
（付加年金込み）

現金納付 ― 84,860円 169,720円 1,400円

口座振替 ― 84,590円 169,180円 1,940円

１年前納保険料
現金納付 ― ― 163,370円 2,950円

口座振替 ― ― 162,830円 3,490円

１年前納保険料
（付加年金込み）

現金納付 ― ― 168,080円 3,040円

口座振替 ― ― 167,530円 3,590円
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募集

平成 18 年２月１日現在
前月比

世帯数 12,978 世帯  ＋ 24
総人口 35,629 人 ＋ 37
　男 17,880 人 　＋ 5
　女 17,749 人 ＋ 32

人口と世帯数 3・10 号／お知

クアップ／Mar.

いんいいんんふふふぉぉぉ
めめめーーーしししょょょんんん

　

ら
せ

ピ
ッ

　生活習慣病を予防するといわれるαーリノレ
イン酸を多く含むエゴマを栽培してみませんか。
■期　　間 ５月から11月まで
■場　　所 石神内宿地内
■指 導 員 赤須正友さん（茨城エゴマの会会長）
■会　　費 5,000円／人
■そ の 他 １人につき１アールとなります。
■申し込み・問合せ ３月30日（木）までに、鹿
志村純一さん（東海村ふれあい農園エゴマ栽
培グループ会長　☎283-1425）へ申し込みく
ださい。

アドバイザー
■期　　間 ７月29日（土）～８月３日（木）
■対　　象 村内在住・在勤の18歳以上50歳
未満の方（高校生を除く）　①企画・運営（２
人）　②写真撮影・報告書作成（１人）　③事
務局補助およびタイムキーパー（１人）　④
リーダーおよび小学生のサポート（４人）
■参 加 費 10,000円／人
■そ の 他 事前研修（３回程度）があります。

サポーター
■期　　間 ７月29日（土）～８月３日（木）
■内　　容 東海村における出発式・解団式の
設営、ホームページの更新、記録写真の撮影、
報告書の作成など

申し込み・問合せ
　３月31日（金）までに、青少年育成東海村民会議
事務局（青少年センター内）へ申し込みください。

　青少年育成東海村民会議では、レクリエー
ションなどを通して、父親が子どもとふれあう
ことを目的とした「ちびっこ集まれ」事業の実行
委員を募集します。
■対　　象 村内在住・在勤の20歳以上の方
■申し込み・問合せ ３月31日（金）までに、青
少年育成東海村民会議事務局（青少年セン
ター内）へ申し込みください。

「ちびっこ集まれ」平成18年度実行委員募集

■活 動 日 毎月第２・４木曜日
■時　　間 午前10時30分～正午
■場　　所 合同庁舎
■会　　費 1,000円／月
■申し込み・問合せ 遠藤照代さん（☎282-0218）

「童謡をうたう会」会員募集

エゴマ栽培グループ会員募集

■活 動 日 毎週水・金曜日
■時　　間 ①午前９時50分～10時50分　②午
前11時10分～午後０時10分
■場　　所 村内各コミュニティセンター
■対　　象 ２・３歳児とその保護者
■内　　容 リトミック、工作、紙芝居など
■会　　費 2,500円／月
■申し込み・問合せ 佐野悦子さん（☎287-3383）

「ぽけっとくらぶ」平成18年度会員募集

　青少年育成東海村民会議では、小学４年生か

ら６年生までを対象に、秘密基地造りなどの集

団生活を通して、ふるさと意識の高揚と自主性

を養う｢ふるさと少年教室｣事業の実行委員を募

集します。

●対　　象 村内在住・在勤の20歳以上の方

●申し込み・問合せ ３月31日（金）までに、青

少年育成東海村民会議事務局（青少年セン

ター内）へ申し込みください。

「ふるさと少年教室」
平成18年度実行委員募集

「第17回友情の船北海道研修の旅」スタッフ募集

定
員

先着
30人
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生活ダイヤル●主な施設の電話番号

東海村役場 282-1711

東海村総合福祉センター「絆
きずな

」

283-2299

地域福祉センター（総合案内・会議室の予約等） （社福）東海村社会福祉協議会内

高齢者センター 282-4300

防災行政無線放送テレホンサービス 0120-42-4848 障害者センター 282-4599

東海村合同庁舎（会議室の予約等） 283-3344 児童センター 306-1017

東海村中央公民館 282-3329 保健センター 282-2797

東海村立図書館 282-3435
救急病院の案内

救急医療情報コントロールシステム 241-4199

東海村青少年センター 282-7049 東海村消防本部・消防署 282-2038

東海村総合体育館 283-0673 東海村石神外宿浄水場（土・日曜日、祝日の断水等の連絡） 282-9200

東海スイミングプラザ 287-0807 小・中・高校生のための心の悩み電話相談室（毎週金・土曜日　午後３時30分～７時） 282-7070

東海村テニスコートクラブハウス 282-8571 東海村姉妹都市交流会館 282-0535 ひたちなか西警察署東海地区交番 287-0110

東海文化センター 282-8511 東海村（基幹型）在宅介護支援センター 287-2516 東海郵便局 282-2001

東海ステーションギャラリー 287-3680 （社福）東海村社会福祉協議会 282-2804 ＪＲ東日本東海駅 282-2008

東海村立東海病院 282-2188 東海村在宅福祉サービスセンター 283-4344 常陸海浜広域斎場 265-7191

東海村清掃センター 282-7289 （社）東海村シルバー人材センター 282-3446 災害情報案内専用ダイヤル 283-4919

健康維持コース
　３つのクラスに分けて行います。ぜひ、ご参
加ください。
■期　　間 前半…４月10日（月）から６月24
日（土）までの週１回または２回　※４月29
日（土）、５月１日（月）・５日（金）を除きます。
後半…６月26日（月）から９月16日（土）まで
の週１回　※６月29日（木）・30日（金）、８月
10日（金）～ 14日（月）を除きます。

■対　　象 ①村内在住の65歳以上の方　②村
内在住の40歳以上の方
■日 程 等 

■参 加 費 １組／前半…6,000円（20回）　後
半…3,000円（10回）　2組・土曜／前半…3,000
円（10回）　後半…3,000円（10回）

リハビリテーションコース
■期　　間 前半…４月13日から６月22日ま
での毎週木曜日　※５月４日を除きます。　
後半…７月６日から９月21日までの毎週木
曜日　※８月10日・31日を除きます。

■時　　間 ①午前11時～正午　②午後１時
～２時

■対　　象 村内在住の40歳以上で、障がいが
あり、機能回復訓練を希望する方

■定　　員 若干名
■参 加 費 前・後半とも3,000円（10回）

場　　所
　総合福祉センター内機能回復プール

内　　容
　水中でのウオーキングや体操など

そ の 他
　①初参加の方を優先します。②参加費は前・
後半に分けて支払うことになります。

申し込み・問合せ
　３月20日（月）までに、高齢者センター窓口
（総合福祉センター内）へ申し込みください。な
お、受け付けの際、簡単な問診を行います。

対　象クラス曜　日 時　間 定　員
① １組 月・金 ９：30 ～ 10：30 先着13人
① ２組 金 13：00 ～ 14：00 先着13人
② 土曜 土 ９：30 ～ 10：30 先着13人

　最近、公共施設や民家への落書きが増えてい

ます。落書きは、まちの美観を損なうだけでは

なく、さまざまな犯罪を助長するといわれてい

ます。そこで、落書き防止運動を推進する「ま

ちピカ！　エ～ネ～大作戦」の隊員を募集しま

す。美しいまちづくりにご協力をお願いします。

●申し込み・問合せ ３月24日（金）までに、青

少年センターへ申し込みください。

「まちピカ！　エ～ネ～大作戦」
隊員募集

●期　　日 ３月17日（金）

●時　　間 午後１時30分～３時30分

●場　　所 舟石川コミュニティセンター

●対　　象 村内在住で、家庭に心の病気を持

つ方がいる家族

●内　　容 懇談、意見交換

●参 加 費 無料

●申し込み・問合せ 福祉部社会福祉課障がい

福祉係（内線1136）

お気軽にご参加ください
家族交流会参加者募集

●活 動 日 毎週木曜日

●時　　間 ３歳児…午前10時～ 11時　２歳

児…午前11時10分～午後０時10分

●場　　所 村内各コミュニティセンター

●対　　象 ２・３歳児とその保護者（各36組）

●内　　容 リトミック、工作、遠足など

●会　　費 2,000円／月

●そ の 他 随時、見学することができます。

●申し込み・問合せ 葛 西 由 美 さ ん（☎306-

0562）

幼児たけのこ学級
平成18年度会員募集

水中体操教室参加者募集
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診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
12日(日) 東海病院 282-2188
19日(日) 石井整形外科クリニック 270-5141

21日(火) 茨城東病院 282-1151

26日(日) 東海病院 282-2188

３月の休日診療日程

エトセトラ

■期　　日 ３月20日（月）
■時　　間 午後１時30分～３時30分
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■内　　容 演題／「現在の子育てを取り巻く
環境について」　講師／川島和子さん（土浦市
療育相談員）

■そ の 他 託児サービス（無料）がありますの
で、３月15日（水）までに申し込みください。

■申し込み・問合せ 福祉部社会福祉課児童福
祉係（内線1168）

■期　　日 ３月14日（火）
■時　　間 午後１時30分～３時30分
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■内　　容 演題／「伝統食と健康について～
今伝えたい食ものがたり～」　講師／根本悦
子さん（クッキングスクールネモト主宰）

■問 合 せ 経済環境部経済課地域農政係（内
線1435）

伝統食と健康についての講演会開催

　自主グループによる作品の展示や、発表会を
行います。ぜひ、ご来場ください。
■期　　日 ３月25日（土）・26日（日）
■時　　間 午前10時～午後３時
■場　　所 中央公民館
■問 合 せ 中央公民館

■日　　時 ３月22日（水）・23日（木）　午後１
時15分～２時　※いずれかの日程でお受け
ください。

■場　　所 保健センター
■対　　象 生後３か月から90か月までの乳幼児
■そ の 他 ①全部で２回投与してください。
②自宅で体温を測り、母子手帳、問診表をお
持ちください。

■問 合 せ 保健センター

生ポリオワクチンの投与について

　茨城県では、国の依頼を受けてＪＣＯ事故関
連の健康診断を実施します。
■日 程 等 

■時　　間 午前７時～ 10時30分
■対　　象 事故当時、避難要請区域内に在住
または勤務していた方

■そ の 他 ①お住まいに関係なく、いずれの
会場でも受診することができます。②専門の医
師による健康相談、心のケア相談を行います。

■問 合 せ 茨城県保健福祉部保健予防課（☎
301-3219）

ＪＣＯ事故関連健康診断のお知らせ

期　　日 場　　所
４月８日（土）舟石川コミュニティセンター

４月９日（日）
那珂市総合保健福祉センター
（那珂市菅谷3198）

４月16日（日）舟石川コミュニティセンター

子育て講演会を開催します

■期　　間 ４月１日（土）～ 20日（木）　※開
花状況によって、変更する場合があります。

■場　　所 阿漕ヶ浦公園
■ライトアップ 日没から午後９時まで
■メーンイベント ４月８日（土）・９日（日）
■問 合 せ 東海村観光協会事務局（経済環境
部経済課内　内線1439）

第18回東海さくらまつり

　脳を刺激し活性化させながら、筋力アップを
図る脳骨筋健康体操教室を開催します。
■期　　日 ４月11日（火）・18日（火）、５月９
日（火）・16日（火）・30日（火）、６月６日（火）
・13日（火）、７月４日（火）・11日（火）・18日
（火）、８月１日（火）・８日（火）・22日（火）、
９月５日（火）・19日（火）（全15回）

■時　　間 Ａクラス…午前11時～正午　Ｂ
クラス…午後１時30分 ～２時30分

■場　　所 総合福祉センタ－「絆
きずな

」
■対　　象 村内在住のおおむね65歳以上の
方（各クラスとも先着40人）

■そ の 他  初参加の方を優先します。
■申し込み・問合せ ３月20日（月）までに、高
齢者センターへ申し込みください。

脳骨筋健康体操教室参加者募集

公民館まつりを開催します

費
用

無
料

入場
料

無
料

入場
料

無
料

参加
費

1,50
0円／

人
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■期　　日 ３月25日（土）
■時　　間 午前10時30分～午後１時30分
■場　　所 東海村姉妹都市交流会館
■内　　容 ①講演…演題／「多文化共生社会
に向けて～国際交流の役割」　講師／杉澤経
子さん（武蔵野市国際交流協会プログラム・
コーディネーター）　②パネル展示　③懇親会
■入 場 料 無料
■問 合 せ 東海村国際交流協会事務局（企画
総務部自治推進課内　内線1343）

■期　　日 ３月30日（木）
■時　　間 午前10時30分～正午
■場　　所 日立シビックセンター（日立市幸
町1-21-1）

■内　　容 演題／「手から心へ」　講師／辰巳
芳子さん（料理研究家）

■入 場 料 前売り券…1,000円　当日券…
1,100円（全席自由）

■申し込み・問合せ 秋本直子さん（水戸友の
会　☎296-3072）

日立市●第45回日立さくらまつり
　「第45回日立さくらまつり」が、平和通り会
場、かみね公園会場、十王パノラマ公園会場な
どで開催されます。期間中は、ライトアップを
行いますので、夜桜も楽しむことができます。

期　　間
　４月１日（土）～ 20日（木）　※かみね公園会
場は、３月18日（土）からとなります。

メーンイベント
◆期　　日 ４月８日（土）・９日（日）
◆場　　所 平和通り会場
◆内　　容 日立風流物、日立ささら、みこし
パレードなど

問 合 せ
　日立市観光協会（日立市観光課内　☎0294-
22-3111　内線406）

国際交流フェアを開催します食に関する講演会を開催

城里町●山びこの郷
　城里町野外活動センター「山びこの郷」は、自
然を満喫することができるアウトドアスポット
です。テニスやバーベキュー、キャンプファイ
アーはもちろん、そばやうどん、こんにゃくの
手作り体験や、陶芸体験をすることもできます。
また、夜は、テラス付きのキャビンやスペース
キャビンで、満天の星空を楽しむことができま
すので、ぜひご利用ください。
◆申し込み・問合せ 山びこの郷管理事務所
（☎0296-88-3157）

那珂市●八重桜まつり
　日本の桜100選に選ばれた「静峰ふるさと公
園」には、約1,800本の八重桜が植えられていま
す。４月中旬から５月上旬の開花に合わせて開
催される「八重桜まつり」では、各種イベントが
行われ、夜桜を楽しむこともできます。
◆問 合 せ 那珂市経済環境部経済課商工観光
室（☎298-1111　内線238）

岩間町●あたご天狗の森スカイロッジ
　スカイロッジは、愛宕山の頂上付近にあるロ
グハウスの宿泊施設です。４人用から６人用、
12人用の宿泊棟があり、それぞれ冷暖房、バ
ス、トイレなどを完備しています。また、バー
ベキュー施設や展望デッキなども設置されてお
り、晴れた日には太平洋を一望することができ
ます。
◆料　　金 ４人用ログハウス…16,800円　６
人用ログハウス…25,200円　12人用ログハウ
ス…42,000円　バーベキュー施設…2,550円

◆問 合 せ スカイロッジ管理事務所（☎0299-
45-6622）

となりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイド 　ミュージカルを観賞するだけではなく、体験
することもできる「ミュージカルまつり2006」
を開催します。ぜひ、ご来場ください。
■期　　日 ３月19日（日）
■場　　所 東海文化センター
■入 場 料 無料

ホールイベント
■時　　間 ①午前11時　②午後２時
■内　　容 ミュージカルコンサート
■出　　演 劇団とみかる、演劇ファミリー
Ｍｙｕなど

ロビーイベント
■時　　間 午前10時～午後４時
■内　　容 舞台衣装・台本の展示、フリー
マーケットなど

会議室イベント
■時　　間 ①午前10時　②午後０時30分
■内　　容 ミュージカル作品の上映

問 合 せ
　（財）東海村文化・スポーツ振興財団（東海文
化センター内）

ミュージカルまつり2006



20 ●
　　　　　　　　　　　  「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆油インキ」と「古紙配合率100％再生紙」を使用しています。

〈東海村ホームページアドレス〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記
●
永な

が

沼ぬ
ま 

洋ひ
ろ

実み

表
紙
の[

ひ
と]

　　　　　　　　　　　  「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆油インキ」と「古紙配合率100％再生紙」を使用しています。

〈東海村ホームページアドレス〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-60

夢は…。“建築家”

村松小学校６年●轡
くつわ

篤
あつ

史
し

　ぼくの将来の夢は、建築家になることです。1995年、

ぼくが赤ちゃんのとき、阪神・淡路大震災が起こりま

した。高速道路が壊れたり、大きなビルが倒れたりと、

恐ろしい地震でした。神戸に住む祖父母の家も、大き

な被害に遭ったそうです。ぼくは、その話を聞いたと

き、地震に強い家を造りたいと思いました。

　ぼくの考える理想の家は、地震や洪水に強い家、環

境に優しい家、自然とふれあうことができる家です。

今、地球温暖化やヒートアイランド現象が問題になっ

ていますが、植物は、温暖化の原因となる二酸化炭素

を吸収し、きれいな酸素を出してくれます。ぼくは、

そんな植物をたくさん取り入れて、緑豊かな家を造り

たいと思っています。

　今は、夢に向けしっかり勉強し、多くの人の意見を

聞いたり、世界中の家を見学してみたいと思います。
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美術館

　

男
の
子
に
負
け
な
い
く
ら
い
活
発
な

子
に
育
っ
て
い
る
彩あ

や

音ね

（
１
歳
11
か
月
）。

　

私
は
、
初
め
て
彩
音
を
抱
っ
こ
し
た

直
後
に
体
調
を
崩
し
、
救
急
車
で
別
の

病
院
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。
彩
音
と
１
週

間
も
離
れ
離
れ
に
な
り
、
と
て
も
寂
し

い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
看
護
師
さ
ん

か
ら
届
く
彩
音
の
様
子
を
記
し
た
交
換

日
記
に
、
毎
日
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
彩

音
は
、
私
が
い
な
い
間
も
、
と
て
も

良
い
子
で
待
っ
て
い
て
く
れ
た
そ
う
で

す
。体
調
が
回
復
し
、再
び
彩
音
を
抱
っ

こ
し
た
と
き
に
は
、
授
か
っ
た
命
と
助

け
て
い
た
だ
い
た
命
を
大
切
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
毎
日
、
子
育
て
に
追
わ
れ

て
い
る
今
で
は
、
こ
ん
な
に
大
変
な
思

い
を
し
た
こ
と
が
、う
そ
の
よ
う
で
す
。

　

最
近
で
は
、
彩
音
に
教
え
ら
れ
る
こ

と
が
増
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
私
が
扉

に
足
を
ぶ
つ
け
る
と
、
優
し
く
な
で
て

く
れ
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
。
お
か
げ

で
治
っ
た
よ
」
と
言
う
と
、
今
度
は
扉

を
さ
す
る
の
で
す
。
そ
の
姿
に
、
あ
た

か
も「
マ
マ
も
痛
か
っ
た
け
れ
ど
、
扉

も
痛
か
っ
た
ん
だ
よ
」
と
教
え
ら
れ
る

と
と
も
に
、
思
い
や
り
と
優
し
さ
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
で
す
。

　

そ
ん
な
私
は
、
彩
音
が
私
の
言
う
こ

と
を
聞
い
て
く
れ
な
い
と
き
は
、
つ
い

イ
ラ
イ
ラ
し
て
、
き
つ
く
し
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
た
び
に
パ
パ
に
注
意

さ
れ
る
の
で
、
大
声
で
け
ん
か
し
て
し

ま
う
こ
と
も
…
。
そ
ん
な
と
き
、
彩
音

は
泣
き
や
み
、
私
た
ち
の
そ
ば
を
ス
ッ

と
離
れ
て
い
き
ま
す
。
き
っ
と
、
私

た
ち
の
け
ん
か
を
見
る
の
が
嫌
な
の
で

し
ょ
う
。「
か
わ
い
そ
う
な
こ
と
を
し

た
な
」
と
反
省
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

パ
パ
に
注
意
さ
れ
た
こ
と
で
も
反
省
し

ま
す
が
…（
笑
）。

　

先
日
、
彩
音
に「
マ
マ
の
好
き
な
と

こ
ろ
は
ど
こ
？
」と
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
歌
を
歌
っ
た
り
、
お
話
を
し
て
あ
げ
る

と
こ
ろ
？
」「
う
ん
」。「
ほ
か
に
は
？
」と

聞
く
と
、
し
ば
ら
く
考
え
て
か
ら
、
自

分
の
手
を
上
げ
た
り
下
げ
た
り
し
ま
し

た
。「
一
緒
に
体
操
す
る
と
こ
ろ
ね
」。「
う

ん
」。
彩
音
は
、
い
つ
も
一
緒
に
楽
し
そ

う
に
遊
ぶ
マ
マ
が
好
き
な
よ
う
で
す
。

い
つ
も
そ
ば
に
い
て
笑
っ
て
過
ご
す
こ

と
が
、
彩
音
の
豊
か
な
心
の
成
長
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。
彩
音
、
こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
笑
っ
て
遊
ぼ
う
ね
！

イルカショー

　保育園の親子遠足で行った水族館

で、イルカのショーを見たときの様

子を描いてくれた純平くん（５歳）。

　「楽しかったよ。いつかイルカみ

たいに上手に泳いでみたいな」と元

気いっぱいに話してくれました。

こどもの森保育園● くん圓
つぶら

谷
や

純
じゅん

平
ぺいサンフラワー


